
応⽤哲学会第 15 回年次研究⼤会（2023 年 4 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇、⾦沢⼤学 ⼈間社会第⼀講義棟） 

4月 22日 土曜日 
 201講義室 202講義室 301講義室 302講義室 

10:00-10:50 L1「リバタリアニズ

ムはパンデミック

に ど う 対 応 す る

か？」（吉良貴之） 

 

司会:杉本俊介 

 L2「「出自を知る権

利」を保障する責務

の道徳的根拠―因

果説と役割責務―」

(坂本美理) 

司会:長門裕介 

L3「「ゲームを用い

た学習と指導」の射

程：シリアスゲー

ム、ボードゲーム、

ゲームジャム」(太田

和彦)司会:筒井晴香 

11:00-11:50 L4「コロナ禍におけ

る犠牲の選択―動

揺、懸隔、相克―」

(大庭弘継) 

司会:杉本俊介 

L5「Reading 'On 

Denoting' in 

Context」(伊藤遼) 

 

司会:和泉悠 

L6「精神医学の当事

者参画をフェミニ

スト科学哲学を用

いて検討する」(杉本

光衣)司会:長門裕介 

L7「都市におけるモ

ビリティの美的経

験――親しみ、新奇

さ、偶然性―」(青田

麻未)司会:筒井晴香 

昼休み/理事会 会員控え室は講義室203です。 

13:20-15:20 W1「ロマンティッ

クラブ・イデオロギ

ーを今度こそ解体

する―ラジャ・ハル

ワニ『恋愛・セック

ス・結婚の哲学』読

解―」（岡本慎平、鈴

木英仁、高橋大志、

江口聡） 

W2「科学技術の学

際的発展へ対応す

るための工学倫理

の拡張」（藤木篤、斉

藤了文、太田和彦、

松田毅） 

13:30-14:20 L8「方法としての系

譜学―歴史、倫理、

オルタナティヴ―」

(渡辺一樹) 

司会:佐藤岳詩 

L9「指示の記述説は

意味論的委任を適

切に扱えるか」（田

中凌） 

司会:山口尚 

14:30-15:20 L10「死の悪さにつ

いての剥奪説に対

して対称性問題は

説得的な反論にな

っているのか」（石

原諒太） 

司会:佐藤岳詩 

L11「効果的利他主

義は道徳的義務な

のか？：帰結主義と

カント的な観点か

らの正当化」(竹下昌

志、清水颯) 

司会:山口尚 

15:30-16:20 L12「「人生の意味」

についての議論と

「世界」―Meaning 

of Life とMeaning 

in Life―」（蔵田伸

雄） 

 

 

司会:和泉悠 

L13「どんなに困窮

していても富者と

同じ金額でいいの

か？ ―ファン・パ

リースの普遍的ベ

ーシックインカム

論を批判的に検討

する―」(榊原清玄)

司会:長門裕介 

L14「スキャンロン

的契約主義と不整

合批判」(吉村佳樹) 

 

 

 

 

 

司会:岡本慎平 

L15「坂本賢三の技

術哲学の射程――

器官射影説の再解

釈を手がかりに―」

(柴田崇) 

 

 

 

司会:藤木篤 

16:30-17:30 総会 講義室101 

 



応⽤哲学会第 15 回年次研究⼤会（2023 年 4 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇、⾦沢⼤学 ⼈間社会第⼀講義棟） 

4月 23日 日曜日（途中まで） 
 201講義室 202講義室 301講義室 302講義室 
9:30-9:55 S1「エマヌエーレ・

コッチャの『メタモ

ルフォーゼの哲学』

における科学と神

学」(伊勢俊彦) 

司会:朱喜哲 

S2「職場で障害があ

る人の就業を阻害

するハラスメント

及びハラスメント

防止の要点」(菊地建

至)司会:久木田水生 

S3「常識機能主義を

探る：心の拡張の実

験哲学」(飯島和樹、

小口峰樹、谷辺哲

史、太田紘史) 

司会:鈴木真 

S4「無についての推

論主義的考察」(丸山

栄治) 

 

 

司会:藤川直也 

10:00-10:25 S5「社会存在論に基

づく一般的遂行性

の識別と社会科学

への適用―金融化

の遂行を題材とし

て―」(岡本紀明) 

司会:朱喜哲 

S6「防災と責任―生

存と復興へのコミ

ュニケーションデ

ザイン―」(高原耕

平、及川康) 

 

司会:久木田水生 

S7「幻想主義は動物

福利について何が

言えるか」(篠崎大

河) 

 

 

司会:鈴木真 

S8「文字はなぜ証拠

となるのか：ポリフ

ォニー論としての

無時間的意味」(木下

蒼一朗) 

 

司会:藤川直也 

10:30-10:55 S9 「人間を対象と

した AI の使用を社

会的な文脈から考

える」(得能想平、

佐々木勇和) 

司会:朱喜哲 

S10「移動の機能と

主体の技術哲学的

考察」(山田修司)  

 

 

司会:久木田水生 

S11「ヒュームの人

生哲学」(高萩智也) 

 

 

 

司会:鈴木真 

S12「同意の認識的

正当化と復元問題」

(須田悠基) 

 

 

司会:藤川直也 

昼休み 会員控え室は講義室203です。 

12:00-14:00 W3「「ひと」と「e-

ひと（e-person）」

とのあるべき関係

を考える」(出口康

夫、稲谷龍彦、松村

忠幸、坂本有紀、橘

英希) 

W4「疎外論の拡が

り：教育哲学と批判

理論の現在から」(長

門裕介、柳田和哉、

成田大起) 

W5「日本の徳概念

に根差した徳倫理

学と徳認識論の可

能性」(山田圭一、立

花幸司、村瀬智之) 

12:10-13:00 L16「物語参与にお

ける共感の地位―

多元主義の再構築

―」(岡田進之介) 

司会:青田麻未 

13:10-14:00 L17「ケアロボット

における「ぬくも

り」の意義について

――VSD とナッジ

に関連づけて―」(北

野孝志) 

司会:青田麻未 

  



応⽤哲学会第 15 回年次研究⼤会（2023 年 4 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇、⾦沢⼤学 ⼈間社会第⼀講義棟） 

4月 23日 日曜日（途中から最後まで） 

 

 201講義室 202講義室 301講義室 302講義室 

14:15- W6「わたしたちの

ウェルビーイング

を問う―倫理的課

題、評価方法論とそ

の実施―」(杉本俊

介、加藤猛, 大輪美

沙) 

W7「哲学対話の「ル

ール」を問い直す」

(稲岡大志、神原裕、

大西真子、仲村莉音) 

W8「自律をめぐる

法哲学と倫理学の

対話」（吉良貴之、長

門裕介、冨岡薫、

佐々木梨花） 

14:15-15:05 L18「何が制約によ

る説明を説明にし

ているのか？―グ

ラウンディングの

観点から―」(坪井祥

吾) 

司会:鈴木生郎 

15:15-16:05 L19「認識的不正義

の害と整合主義」(吉

川千晴) 

司会:鈴木生郎 

-16:15 

16:30 この時間までに退室を完了してください。 


